
４ 学年次生に対する卒業時のアンケート集計結果のまとめ 

 

●アンケート実施日：令和８年１月６日（看護師国家試験対策模試の日） 

●学生数：95 名  

●試験の待機時間中に Google フォームにて実施 

●アンケート回収数（率）：87 名回収（91.6％） 

 

【アンケート集計結果】 

看護学部のカリキュラムおよびシラバスの構成について 

 カリキュラム評価に関する項目では，22 項目中 21 項目において“そう思う”または“少しそう思う”と回答

した肯定的評価が 80％以上を占めており，「5.看護実践能力が身につく学びが提供されている」「18.実

習の施設は充実している」は肯定的評価の割合が高かった。一方，昨年度は全 19 項目で肯定的評価が

90％以上であったのに対し，今年度は複数の項目で肯定的評価の割合が 80％台にとどまった。項目別

にみると，昨年度と比較して肯定的評価が 15％以上低下した項目として，「2.履修計画が立てやすいカリ

キュラムである」（97.0％→80.4％），「8.健康，病気，治療について理解が深まる教育内容に満足している」

（98.0％→82.7％），および「21.シラバス（授業計画）はわかりやすく作成されている」（98.0％→82.7％）が

挙げられた。 

 令和４年度カリキュラムの開講に合わせて今年度新たに設定された項目において，肯定的評価の割合

は「領域横断科目（生涯発達論・家族看護学）の位置づけに満足している」が 79.3％，「16.学年縦断科目

（災害看護学・チーム医療論）のカリキュラム構成に満足している」が 89.6％，「12．1 年次から 4 年次まで

一貫した臨地実習科目の段階的な配置に満足している」が 92.0％であった。 

 自由記載欄の回答には，否定的意見として講義や実習の負担，講義内容に関する意見等が見られた。 

 

看護学部での学生生活のサポートについて 

 サポートに関する項目では，16 項目中 9 項目において“そう思う”または“少しそう思う”と回答した肯定

的評価が 80％以上を占めた。昨年度が 14 項目中 12 項目であったことと比較すると，肯定的評価が減少

していた。項目別にみると，「1.科目担当者の学習支援体制は整っていた」（91.9％），「9.図書館の学習

環境は整っていた」（94.2％），「10.医心館の学習環境は整っていた」（90.8％），などは高い評価であった。

一方で，「6.講義室の学習環境は整っていた」（95.0％→78.1％），および「8.学生ホールの学習環境は整

っていた」（81.0％→67.8％）は，昨年度と比較して評価が低下していた。 

 今年度新たに追加された項目では，「4.メンタルヘルスを保つための相談・支援体制は整っていた」の

肯定的評価が 73.6％，「12.ICT 活用に関する支援体制は整っていた」が 83.9％であった。 

 自由記載欄の回答には，Wi-Fi のつながりにくさや施設整備に関する意見等が見られた。 

 

看護学部での学生生活の満足度について 

 学生生活の満足度の平均値は 73.6％であり，昨年度（81.9％）と比較して低下していた。満足度の高い

理由としては，講義や実習の内容が充実していたこと，学習環境が整っていたこと，友人関係や大学生

活の充実などが多く挙げられた。一方，満足度の低い理由としては，学習負担の大きさや新カリキュラム

に伴う戸惑い，授業内容や学習支援に関する意見等が見られた。 



【見出された課題と今後の対応策】 

カリキュラムおよびシラバスの構成 

 今年度は令和４年度カリキュラム導入後，最初の卒業生であり，カリキュラムおよびシラバスの構成に関

する満足度は，昨年度と比較して全体的に低い傾向が見られた。特に「2．履修計画が立てやすいカリキ

ュラムである」，「8．健康，病気，治療について理解が深まる教育内容に満足している」，「21．シラバス

（授業計画）はわかりやすく作成されている」は，肯定的評価が 15％以上低下しており，科目の配置順や

時間数などのカリキュラム構成の変化が学生の学びやすさや学修の理解に影響している可能性が考えら

れる。令和４年度カリキュラムにより新たに設定された「16．学年縦断科目（災害看護学・チーム医療論）の

カリキュラム構成に満足している」の肯定的評価が高い一方で，領域横断科目に関連した「15．領域横断

科目（生涯発達論・家族看護学）の位置づけに満足している」が他の項目と比べて肯定的評価が低く，学

生にとってその位置づけや意義が十分に認知されていない可能性が示唆された。 

 これらの結果を踏まえ，病態や形態機能に関する学びの内容が，看護専門科目や実習の中でどのよう

に活用されているのかを各科目で示していくことが求められる。そのうえで，健康・病気・治療に関する学

びが学年を超えて統合されるよう，授業内容や科目間のつながりを意識した取り組みを進めていくことが

重要である。さらに，領域横断科目については，その教育的意義や他科目との関連を示すことで，学生

がその位置づけを理解しやすくなるようにしていく必要がある。 

 令和４年度カリキュラムの評価については，病態を学修する前に看護専門科目が始まってしまうことなど，

科目の順序性に関する意見がこれまでにも挙げられている。今後も学生の評価を継続的に把握しながら，

科目間の連続性や順序性の観点も含め検討していく。 

学生生活のサポート 

 「6．講義室の学習環境は整っていた」および「8．学生ホールの学習環境は整っていた」は，昨年度と比

較して評価が低下していた。今年度の卒業生は，入学時から講義資料のペーパーレス化が導入された

が，講義室内の電源，Wi-Fi 環境等のハード面の整備が十分でなかったことが，評価の低下に影響して

いる可能性がある。「12．ICT 活用に関する支援体制は整っていた」は肯定的評価が 83.9％であった。

ICT 活用に関する支援については，学生からの意見を踏まえながら，説明会の実施や AIDLE-K を活用

した情報提供の充実を進めており，今後もその評価を継続的に確認していく必要がある。 

 今年度新たに設定した「4．メンタルヘルスを保つための相談・支援体制は整っていた」は，肯定的評価

が 73.6％であり他の項目と比較して評価が低い水準であった。すべての学生が支援を必要としているわ

けではないことから，相談・支援体制が学生に十分認識されていない可能性も考えられる。引き続き，支

援を必要とする学生が適切にアドバイザーや学生相談室につながることができるよう，学生委員会とも協

力し教員間の連携を継続していく。 

学生生活の満足度 

 学生生活の満足度の平均は，昨年度と比較して 8.3％低下していた。満足度の高い理由としては，講義

や実習の内容，教職員の対応に関する肯定的な意見が多く挙げられた。一方，満足度の低い理由として

は，学修の大変さや科目の配置，学年ごとのバランスに関する意見が見られた。しかし，満足度の高い理

由のなかには，学修負担が大きいなかでも充実した学生生活につながっているとする意見も含まれてい

た。講義や実習の内容については肯定的な評価が多く，引き続き学生の学修効果を高める講義・実習の

充実に取り組んでいく必要がある。また，課題等の負担が大きい状況においても，学修内容の意義や科

目間のつながりに加え，将来の看護実践や国家試験につながることが学生に伝わるよう，丁寧な説明と



課題内容の見直しを行っていくことが求められる。これにより，学修への理解と納得感が高まり，学生の充

実感につながることが期待される。さらに，教職員の関わりが学生の満足度に大きく影響しており，自由記

載には「先生が丁寧に教えてくださった」，「職員が優しく丁寧に対応してくださった」などの意見が見られ

た。今後も，学生一人ひとりに応じたきめ細かな支援を継続していくことが重要である。 

 今年度は令和４年度カリキュラムの最初の卒業生であり，科目の配置や学年ごとのバランスに関する意

見も見られた。これらの学生の意見に加え，学修成果や国家試験の合格状況等の情報も併せて，今後の

カリキュラム改訂に向けた資料として継続的に蓄積していく。 

 

 本調査の結果から考えられる今後の課題 

1. 科目間のつながりや学修の順序を意識し，学年を超えて知識が統合されるような取り組みが必要で

ある。 

2. 引き続き，各科目や実習内容の充実，学生一人ひとりに応じたきめ細かな支援を継続していく。 

3. ICT 化に合わせた学習環境の整備や，学生の ICT 活用状況に合わせた支援を継続する。 

4. 卒業時の学生の評価に加え，学修成果や就職先からの情報も含め，令和４年度カリキュラムの継続

的な検証とデータの蓄積を行っていく。 

 



卒業時の学生による評価アンケート結果
95名中87名回答（回収率91.6％）

人数
割合
(%) 人数

割合
(%) 人数

割合
(%) 人数

割合
(%)

1 教養科目群，専門基礎科目群，看護学専門科目群のバランスは適切である 41 47.1 35 40.2 11 12.6 0 0.0

2 履修計画が立てやすいカリキュラムである 31 35.6 39 44.8 17 19.5 0 0.0

3 学習しやすい順序で科目が設定されている 37 42.5 38 43.7 11 12.6 1 1.1

4 講義・演習・実習の内容は一貫している 46 52.9 34 39.1 7 8.0 0 0.0

5 看護実践能力が身につく学びが提供されている 39 44.8 46 52.9 2 2.3 0 0.0

6 カリキュラムの位置づけや，他科目との関連が理解できる 39 44.8 40 46.0 8 9.2 0 0.0

7 人間について理解が深まる教育内容に満足している 34 39.1 44 50.6 8 9.2 1 1.1

8 健康，病気，治療について理解が深まる教育内容に満足している 37 42.5 35 40.2 13 14.9 2 2.3

9 環境について理解が深まる教育内容に満足している 40 46.0 38 43.7 9 10.3 0 0.0

10 看護学専門科目の教育内容について満足している 41 47.1 40 46.0 6 6.9 0 0.0

11 臨地実習の教育内容について満足している 46 52.9 35 40.2 6 6.9 0 0.0

12 1年次から4年次まで一貫した臨地実習科目の段階的な配置に満足している 46 52.9 34 39.1 7 8.0 0 0.0

13 国際的保健・医療活動に目を向ける教育内容について満足している 28 32.2 43 49.4 14 16.1 2 2.3

14 保健師選択コースの教育内容について満足している（受講者のみ） 11 50.0 8 36.4 3 13.6 0 0.0

15 領域横断科目（生涯発達論・家族看護学）の位置づけに満足している 33 37.9 36 41.4 16 18.4 2 2.3

16 学年縦断科目（災害看護学・チーム医療論）のカリキュラム構成に満足している 39 44.8 39 44.8 8 9.2 1 1.1

17 他学部との合同科目(チーム医療論)の教育内容について満足している 38 43.7 39 44.8 9 10.3 1 1.1

18 実習の施設は充実している 50 57.5 33 37.9 4 4.6 0 0.0

19 学生の個々の特色を伸ばす教育が提供されている 30 34.5 42 48.3 14 16.1 1 1.1

20 学生の主体性を尊重したカリキュラムである 39 44.8 40 46.0 8 9.2 0 0.0

21 シラバス（授業計画）はわかりやすく作成されている 39 44.8 33 37.9 14 16.1 1 1.1

22 成績の評価基準についてシラバスに明確に示されている 47 54.0 35 40.2 4 4.6 1 1.1

人数
割合
(%) 人数

割合
(%) 人数

割合
(%) 人数

割合
(%)

1 科目担当者の学習支援体制は整っていた 39 44.8 41 47.1 6 6.9 1 1.1

2 アドバイザーの学習支援体制は整っていた 37 42.5 39 44.8 8 9.2 3 3.4

3 アドバイザーの生活相談などの支援体制は整っていた 39 44.8 36 41.4 9 10.3 3 3.4

4 メンタルヘルスを保つための相談・支援体制は整っていた 32 36.8 32 36.8 20 23.0 3 3.4

5 事務職員の相談・支援体制は整っていた 50 57.5 26 29.9 10 11.5 1 1.1

6 講義室の学習環境は整っていた 37 42.5 31 35.6 14 16.1 5 5.7

7 実習室の学習環境は整っていた 46 52.9 32 36.8 8 9.2 1 1.1

8 学生ホールの学習環境は整っていた 29 33.3 30 34.5 23 26.4 5 5.7

9 図書館の学習環境は整っていた 47 54.0 35 40.2 4 4.6 1 1.1

10 医心館の学習環境は整っていた 48 55.2 31 35.6 7 8.0 1 1.1

11 学食の環境は整っていた 40 46.0 29 33.3 15 17.2 3 3.4

12 ICT活用に関する支援体制は整っていた 39 44.8 34 39.1 11 12.6 3 3.4

13 e-ポートフォリオ(Mahara)は活用できた 12 13.8 21 24.1 37 42.5 17 19.5

14 就職支援対策は役立った 34 39.1 34 39.1 15 17.2 4 4.6

15 国家試験対策は役立った 37 42.5 31 35.6 17 19.5 2 2.3

16 大学生としてのマナー講座は役立った 31 35.6 40 46.0 13 14.9 3 3.4
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